
ＪＡ新はこだてとみなさんを結ぶコミュニケーション誌

編集後記
　えすぽわーるの編集担当となってか
ら、写真への関心が増してきました。
元々は日常の出来事などを写真で残
すことが少なく、こだわりもありません
でしたが、様々な記事を見る機会が増
え、構図や表情の捉え方により、大きく
印象が異なることがわかり、写真への
関心が湧いてくるようになりました。
　今後は日々の出来事も納得のいく1
枚で残していこうと思います。　　　  
　　　　　　　　　　　　　   （正幸）

緊急時の
ご連絡先
※業務時間内

（平日9時～１７時）には
ご契約の支店に
ご連絡ください。

お車の事故・トラブル
☎0120-258-931
（ＪＡ共済事故受付センター）

キャッシュカードや通帳の紛失・盗難
☎0120-944-904
（ＪＡバンクキャッシュカード紛失共同受付センター）

ＪＡクレジットカードの紛失・盗難
☎0120-159-674
（三菱ＵＦＪニコス㈱盗難紛失受付センター）

お車のレッカー・ロードサービス
☎0120-063-931
（ＪＡ共済サポートセンター）

JA CASH CARD

※ＪＡカード一体型の盗難・紛失においては、両方にご連絡ください。

永井智一
（ながい ともかず）

茨城県笠間市にある
「キッチン晴人（ハレジ
ン）」オーナーシェフ

シェフ永井の
おすすめ

レシピ1

材料（2人分）

ジャガイモ …………………………………………… 中3個

ゆで卵（細かくほぐしておく）………………………… 1個

ポテトサラダ調味料

　マヨネーズ…… 大さじ4

　塩・こしょう……… 適宜

　酢 ………… 小さじ1/2

温泉卵 ……………… 1個

トマト ……………… 1/2個

粉さんしょう ……… 適宜

アサツキ…………… 適宜

ウドきんぴら

　ウド……………… 1/2本

　酒 …………… 大さじ1

　みりん………… 大さじ1

　しょうゆ …… 大さじ1/2

　ごま油……… 小さじ1/2

　いりごま……… 大さじ1

（１）

（２）

（３）

作り方

鍋に水、塩少 （々共に材料外）を入れ、ジャガイ
モをゆでる。ゆでたジャガイモをボウルに入
れてつぶし、熱いうちにポテトサラダ調味料
とゆで卵を混ぜ合わせる。
ウドのきんぴらを作る。フライパンにごま油
をひき、千切りしたウドを炒め、酒、みりん、
しょうゆを入れてさらに炒め、仕上げにいり
ごまを振る。
器に（1）、温泉卵、（2）、小口切りにしたアサツ
キの順に盛り付け、トマトを添え、粉さんしょ
うを振って出来上がり。

和風ポテトサラダ

今月のおすすめ
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　今が旬のヒラメを釣って

漬け丼にしてみたら最高！

ポイントは大胆な盛り付け

です（笑）
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就
農
ま
で
の
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

地
元
の
高
校
を
卒
業
後
、
本
別
町
の
北
海
道
立
農
業
大
学

校
に
進
学
し
、
実
習
を
通
し
て
農
業
の
基
礎
知
識
を
身
に
着

け
ま
し
た
。
２０
歳
の
と
き
に
学
校
を
卒
業
し
、
実
家
に
戻
り

ま
し
た
。
５
人
姉
弟
の
う
ち
男
が
１
人
だ
っ
た
た
め
、
自
分

が
農
家
を
継
ぐ
こ
と
に
迷
い
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

現
在
の
課
題
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

３
年
前
に
経
営
移
譲
を
受
け
て
お
り
、
家
族
経
営
中
心
で

営
農
し
て
い
ま
す
。
今
も
、
両
親
が
手
伝
っ
て
く
れ
て
い
る

部
分
が
多
く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
い
ず
れ
自
分
が
す
べ
て

を
管
理
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
に
備
え
、
営
農
全
体
に
つ

い
て
見
直
し
、
省
力
化
の
た
め
の
技
術
・
機
材
の
導
入
も
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
と
ま
と
部
会
の
取
り
組
み
と
し
て
Ｊ
Ａ
、
ホ
ク
レ
ン
、

普
及
セ
ン
タ
ー
等
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
て
養
液
栽
培
シ
ス
テ

ム
「
と
ま
と
う
ぃ
ず
Ｏ
ｎ
ｅ
」
で
の
栽
培
試
験
を
自
分
の
圃

場
で
行
っ
て
い
ま
す
。
出
荷
を
始
め
約
３
週
間
経
ち
ま
す
が
、

大
き
さ
・
秀
品
率
共
に
良
好
で
す
。
今
後
は
関
係
機
関
と
連
携
、

情
報
共
有
し
な
が
ら
、
更
な
る
収
量
確
保
に
繋
げ
て
い
き
た

い
で
す
。

「
う
ぃ
ず
O
n
e
」
に
よ
る
収
量
ア
ッ
プ

に
向
け
、
日
々
試
行
錯
誤
を
重
ね
る
。

道南を
たがや

農す
『
次
世
代
農
業
を
見
据
え
て
』

北
斗
市
中
野
地
区

秋
山
　
陽
介
さ
ん（
36
）

あ
き
　
　
や
ま
　
　
　
　   

よ
う
　
　
す
け

水稲 752a
トマト 90a
きゅうり 50a

〜
更
な
る
進
歩
に
向
け
新
技
術
導
入
〜

栽培作物・面積

2

TOPICS
トピックス

管内各地の　　な情報を

お届けします。

旬

厚沢部・森 七飯

青空の下、田植えに挑戦する児童

楽
し
く「
食
」を
学
び
・
体
験

元
気
に
田
植
え

　

本
店
米
穀
課
は
６
月
４
日
、七
飯
町
鶴
野
の
小

田
切
清
志
さ
ん
の
水
田
で
田
植
え
体
験
の
出
前

授
業
を
行
い
、同
町
の
七
重
小
学
校
３
年
生
８５
人

が
参
加
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
今
年
の
実
施
が
危
ぶ
ま
れ
た

が
、密
集
、密
接
を
避
け
る
た
め
２
グ
ル
ー
プ
に

分
け
、時
間
を
ず
ら
し
て
行
っ
た
。青
空
の
下
、素

足
に
な
っ
た
児
童
ら
は
同
課
職
員
の
指
導
を
受

け
、歓
声
を
上
げ
な
が
ら
田
植
え
を
体
験
。

　

田
植
え
を
見
守
っ
た
小
田
切
さ
ん
は「
体
験
を

通
し
、ご
飯
を
感
謝
し
な
が
ら
食
べ
て
ほ
し
い
」

と
話
し
た
。

初セリで5万円の値がついた「さぶりメロン」

ブ
ラ
ン
ド
メ
ロ
ン
が
２
玉
５
万
円

「
さ
ぶ
り
メ
ロ
ン
」の
初
セ
リ

　

厚
沢
部
町
・
森
町
の
ブ
ラ
ン
ド
メ
ロ
ン「
さ
ぶ
り

メ
ロ
ン
」の
初
セ
リ
が
６
月
９
日
、函
館
市
場
で
行

わ
れ
、最
上
級
の
１
箱（
２
玉
入
り
）に
５
万
円
の

値
が
つ
い
た
。

　

初
セ
リ
に
は
、森
町
の
中
澤
秀
樹
さ
ん
が
出
荷

し
た
赤
肉
の「
さ
ぶ
り
メ
ロ
ン
」４
箱
が
並
び
、函

館
市
内
の
仲
卸
業
者
の
丸
上
青
果
が
せ
り
落
と

し
た
。同
社
の
豊
嶋
敦
果
実
担
当
課
長
は「
コ
ロ

ナ
禍
で
雰
囲
気
が
悪
い
中
、精
一
杯
頑
張
っ
た
。

早
く
景
気
が
持
ち
直
し
て
ほ
し
い
」と
話
し
た
。

若松

「土が冷たくて粘土みたい」と話す児童

食
育
活
動
で
農
業
を
学
ぶ

若
松
小
学
校
児
童
が田植

え
体
験

　

せ
た
な
町
の
若
松
小
学
校
の
児
童
７
人
は
５

月
２９
日
、当
Ｊ
Ａ
若
松
支
店
青
年
部
の
植
村
和
昭

さ
ん
の
水
田
で
田
植
え
体
験
を
行
っ
た
。

　

植
村
さ
ん
が
苗
の
植
え
方
を
説
明
し
た
後
、

児
童
ら
は
裸
足
で
田
ん
ぼ
に
入
り
、「
ふ
っ
く
り
ん

こ
」の
苗
を
泥
土
の
中
に
差
し
込
ん
で
い
っ
た
。転

び
そ
う
に
な
り
な
が
ら
も
、既
に
植
え
ら
れ
て
い

た
隣
の
列
に
倣
い
ま
っ
す
ぐ
に
植
え
た
。９
月
に

は
稲
刈
り
を
行
う
予
定
。

　

植
村
さ
ん
は「
今
回
の
田
植
え
を
通
し
、普
段

食
べ
て
い
る
も
の
が
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
る
か
、

少
し
で
も
分
か
っ
て
も
ら
え
た
と
思
う
。こ
れ
か

ら
も
た
く
さ
ん
食
べ
て
元
気
に
頑
張
っ
て
ほ
し

い
」と
話
し
た
。
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ＪＡグループ通信

　ＪＡグループ北海道の連合会・中央会の活動内容を
紹介します。各団体の詳しい取り組み内容はＷＥＢサ
イトをご覧ください。

ＪＡ北海道信連
　２００８年度から全国の子どもたちに
向けて食農教育等の取組みを実践する
「ＪＡバンク食農教育応援事業」を展開しています。
本事業の一環として、子どもたちが食・環境と農
業への理解を深めるきっかけとなることを願い、
小学５年生を中心とする高学年向けの補助教材「農
業とわたしたちのくら
し」を作製しています。
道内においては、本年度、
約５万部の冊子とＤＶ
Ｄを全道の小学校へ贈
呈いたしました。

ＪＡ北海道中央会
　新型コロナウイルス感染防止のためテレビ会議システムを活用した中で、５月１３日に北海道農協酪
農畜産対策本部委員会と生乳受託販売委員会の合同会議を開催し、新型コロナウイルス感染拡大に関す
る対応、及び令和３年度酪農畜産政策・価格対策に向けた対策等について協議しました。
　新型コロナウイルスによる牛乳・乳製品の需要低下に対しては、乳業者等と連携を図り生乳処理の最
大化を図るとともに、国の緊急対策を活用した消費拡大・需給調整対策を実施することとしました。
　また、今後農林水産省に対し酪農畜産分野の懸念事項を踏まえ必要な
対策を継続して要請することとしました。
　令和３年度に向けた酪農畜産政策・価格対策については、組織討議の
内容を踏まえ、７月上旬に開催する道酪畜対で、概算要求に向けた政策
提案の内容を決定いたします。なお、新型コロナウイルスによる国内経
済への影響が長期化した場合、さらなる牛乳・乳製品の需要低下が懸念
されることから、酪農生産基盤を棄損させないよう国の緊急対策も踏ま
え、万全な需給安定の仕組みの構築を強く要請することを確認しました。

ＪＡ共済連北海道
　ＪＡ共済では「家族みんなで健やかに、安
全に。『おうち時間を充実させよう！』」をテー
マに、ＪＡ共済のホームページに様々なお役立ちコンテ
ンツをご用意しております。コンテンツは、〇おうちで
できる健康増進活動　〇おうちでじっくり、交通安全
を学ぼう　〇おうちの防犯、コロナ詐欺が増えていま
す　〇健康・介護ほっとラインをご紹介しております。
　外出自粛中にご自宅で「健康で安心して過ごしてい
ただく」、「子どもたち
が楽しく交通ルールを
学べる」取組みとして
ぜひご活用ください。

ホクレン
　ミルクランド北海道（事務局・ホクレン）は、
新型コロナウイルスの感染拡大が深刻化し
た４月下旬から５月にかけて、医療スタッフへの感謝
と、子どもたちの健康増進を願う気持ちを込めて、道
内医療機関や札幌市内の保育園、幼稚園などに２００
ｍｌパック換算で計１６万本相当の牛乳を無償で提供
しました。またホクレンは、厳しい社会状況の中でも、
ひたむきに農作業を続ける道内生産者の姿を伝えよう
と、ホクレンアンバサ
ダーの森崎博之さんを起
用したテレビＣＭ＝写真
＝を制作、道内民放各局
で放映しました。

ＪＡ北海道厚生連
　組合員ならびに地域住民の皆様の生
命と健康を守るため、本会事業の積極
的な啓蒙推進を図ることを目的として、広報誌「す
まいる」を発行しております。年３回発行しており、
様々な医療・健康情報を発信しております。
　ホームページにもバックナンバーを掲載してお
りますので、是非ご一
読ください。
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木古内 七飯

北斗 江差

箱詰め作業を教わる利用者ら

共
選
作
業
が
ス
タ
ー
ト

農
福
連
携
で
カ
ー
ネ
共
選

　

Ｊ
Ａ
新
は
こ
だ
て
七
飯
支
店
は
５
月
２９
日
、

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
共
選
作
業
に
障
害
者
を
雇
用

す
る
農
福
連
携
の
取
り
組
み
を
新
た
に
ス
タ
ー
ト

し
た
。函
館
市
内
の
社
会
福
祉
法
人
函
館
恵
愛
会

と
連
携
し
、同
施
設
利
用
者
の
男
女
９
人
が
参
加
。

　

９
人
は
共
選
開
始
式
に
臨
ん
だ
あ
と
、選
別
や

ラ
ッ
プ
班
な
ど
各
班
に
分
散
し
就
労
ス
タ
ー
ト
。ベ

テ
ラ
ン
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
に
う
な
ず
き
な
が
ら
持

ち
場
の
作
業
を
こ
な
し
た
。

　

同
支
店
の
千
葉
支
店
長
は「
共
選
作
業
の
農
福

連
携
は
Ｊ
Ａ
と
し
て
初
の
取
り
組
み
。こ
れ
が
契

機
と
な
っ
て
組
合
員
個
々
の
導
入
が
進
み
、人
手
不

足
解
消
に
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
」と
期
待
す
る
。

オープン初日の直売所内

「
き
こ
り
ろ
」
が
開
店

と
れ
た
て
野
菜
や

手
作
り
豆
腐
な
ど
を
販
売

　

木
古
内
支
店
女
性
部
直
売
所
運
営
グ
ル
ー
プ

は
５
月
２３
日
、農
産
物
直
売
所「
き
こ
り
ろ
」の
営

業
を
開
始
し
た
。部
員
が
育
て
た
ア
ス
パ
ラ
な
ど

の
新
鮮
野
菜
や
地
元
で
生
産
さ
れ
た
は
こ
だ
て

和
牛
、部
員
が
手
作
り
し
た
大
福
、べ
こ
も
ち
、味

噌
、豆
腐
な
ど
が
並
ん
だ
。当
日
は
地
元
住
民
ら

が
訪
れ
、部
員
と
雑
談
を
交
え
な
が
ら
買
い
物
を

楽
し
ん
で
い
た
。

　

同
グ
ル
ー
プ
の
林
香
葉
代
表
は「
開
店
前
か
ら

多
く
の
お
客
さ
ん
に
並
ん
で
も
ら
い
、た
く
さ
ん

の
新
鮮
な
野
菜
な
ど
を
買
っ
て
頂
け
て
大
変
嬉
し

い
」と
笑
顔
で
話
し
た
。

薄く伸ばした「こうれん」を天日干しする部員

仲
良
く
伝
統
食
作
り

江
差
支
店
女
性
部
が

「
こ
う
れ
ん
」
作
り

　

江
差
支
店
女
性
部
は
6
月
6
日
、江
差
町
で「
こ
う

れ
ん
」作
り
を
行
い
、部
員
13
人
と
関
係
者
ら
が
参
加

し
た
。同
女
性
部
で
は
地
域
の
伝
統
食
で
あ
る「
こ
う
れ

ん
」を
次
世
代
に
伝
え
る
た
め
に
作
り
続
け
て
い
る
。

　

も
ち
米
を
使
用
し
て
作
っ
た
餅
を
薄
く
延
ば
し
、2

日
間
天
日
干
し
す
る
。出
来
上
が
っ
た「
こ
う
れ
ん
」は

焼
い
た
り
、揚
げ
た
り
し
て
食
べ
る
。

　

笠
原
幸
子
部
長
は「
当
初
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
こ
う

れ
ん
作
り
や
販
売
を
行
え
る
か
心
配
で
し
た
が
、無
事

に
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
作
れ
る
限

り
部
員
皆
で
頑
張
っ
て
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
」と
話

し
た
。

列を作る来店客

「
あ
ぐ
り
へ
い
屋
」が

カ
レ
ー
と
ピ
ザ
コ
ラ
ボ

こ
の
時
期
だ
か
ら
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

　

あ
ぐ
り
へ
い
屋
は
６
月
１３
日
、地
元
の
カ
レ
ー

店
な
ど
と
コ
ラ
ボ
し
、持
ち
帰
り
メ
ニ
ュ
ー
を
中

心
に
し
た
販
売
会
を
行
っ
た
。 

　

外
出
自
粛
ム
ー
ド
が
続
く
中
、「
ス
テ
イ
ホ
ー

ム
」で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
と
企
画
。あ
ぐ
り
へ

い
屋
が
函
館
市
の
カ
レ
ー
店「
印
度
カ
レ
ー
小
い

け
本
店
」と
ピ
ザ
店「
ポ
ケ
ッ
ト
ピ
ザ
」に
呼
び
掛

け
た
。

　

地
元
産
の
旬
の
野
菜
を
使
っ
た「
初
採
れ
ト
マ

ト
と
長
ネ
ギ
の
カ
レ
ー
」（
８
０
０
円
）や
、「
ふ
っ

く
り
ん
こ
」の
米
粉
を
使
っ
た「
あ
ぐ
り
ポ
ケ
ピ
」

な
ど
が
人
気
を
集
め
た
。

4



〈大豆〉 〈水稲〉

系統名

ＱｏⅠ

Ｎ－フェニルカーバメート・ＭＢＣ

商品名 希釈倍率 使用時期 使用回数

アミスター20フロアブル ２,０００倍

1,０００倍

収穫７日前まで

収穫14日前まで 4回

２回

プライア水和剤

系統名

ジアミド

ピレスロイド

商品名 希釈倍率 使用時期 使用回数

プレバソンフロアブル５ 4,０００倍

2,０００倍

3,０００倍

収穫７日前まで

収穫７日前まで

収穫７日前まで

3回

3回

２回

バイスロイド乳剤

ゲットアウトＷＤＧ

マメシンクイガと紫斑病の適期防除に努めましょう。 幼穂形成期を確認し、適切な水管理で稲を寒さから守りましょう！

（１）開花、莢の長さ及び成虫の飛来を確認し、２回実施する事で、防除効果が高くなります。
　ア　１回目は、「およそ半数の株に長さ２～３cmの莢がついた」ことと「成虫」をフェロモントラッ
　　　プ等で確認してから６日後に実施します。
　イ　２回目は、１回目の１０日後に実施します。

（２）マメシンクイガ成虫の飛来初日は、年次や地域で異なりますが、北斗市で最も早い日が７月29日
　　　で、最も遅い日が８月５日です(平成27～31年)。
（３）防除は、１回目と２回目は系統の異なる、残効性の長い薬剤で行います（下記を薬剤参照）。
　ア　１回目はジアミド系あるいはピレスロイド系薬剤を選択し、２回目は１回目で使用しなかった系
　　　統の薬剤を選択します。

　ほ場の平均的な生育株から、主稈(親穂)を抜き取り、その茎
の根元をカッターで切り開き、幼穂を確認します。
３～５株で実施し、幼穂の長さが“平均２mm”に達した日が
「幼穂形成期」となります。

１　幼穂形成期の確認

１　マメシンクイガの防除

（１）防除は、開花を確認し、２回実施すると効果が高くなります。
　ア　１回目は開花後１０日目に実施し、２回目は開花後３０日目
　　　（１回目の２０日後）に実施します。
（２）薬剤間で効果に差があるため、効果の高い薬剤を選択します。
（３）同じ系統の薬剤の連用は、避けることが重要です。

２　紫斑病の防除

 （１）主茎の幼穂（２ｍｍ）を確認した時が前歴期間の始まり
　　　 となります。
 （２）幼穂長に合わせて徐々に水深を深め、水温を上昇させな
　　　 がら、最大１０ｃｍの水深にしましょう。
 （３）茎数が少ない（２０本以下）場合には、幼穂形成期から
　　　 ５日間は浅水にし、分げつの促進を図りましょう。その
　　　 後に水深を１０ｃｍにしていきます。

２　前歴期間（幼穂形成期から１０日間）

 （１）前歴期間と同じく幼穂の伸長に合わせて徐々に深水にし、
　　　 水温を上昇させながら、最終的に水深は１８～２０ｃｍ
　　　 を目指しましょう。
 （２）冷害危険期は「主茎の葉耳間長が－５ｃｍ」から「全茎
　　　 の８０％の葉耳間長が＋５ｃｍ以上」の期間となり、止
　　　 葉の状況で確認できます。

追肥時期：幼穂形成期から７日頃まで（７月１２日頃まで）
追 肥 量：ケイカル ２０ｋｇ／１０ａ
　　　　　※ケイ酸入り肥料には、空散用ケイ酸入り肥料（アドシリカ粒剤）や水口流し込みケ
　　　　　　イ酸入り肥料（ＫＳＫ２８）もあります。

３　冷害危険期（前歴期間後７～１０日間）

○幼穂形成期の確認と前歴期間、冷害危険期の水管理
　　幼穂形成期の確認とそれ以降の水管理は、天候不順な年ほ
　ど実施する事が重要となります。

○ケイ酸の追肥
　ケイ酸を追肥することで稲体の強度が増し、不稔の軽減だけでなく、病害虫への抵抗力増加、
タンパク含有量の低下等の効果が得られます。

幼穂形成期　平年値 7月 7日
〔渡島管内　ふっくりんこ（中苗）〕

図　幼穂形成期の確認

写真　葉耳間長と冷害危険期

紫斑病による被害子実 

葉耳間長
-5㎝ 0㎝ 5㎝

茎の中で見えない。
さわると節がある。

この時まで
深水に！

こ
の
長
さ

開花始の確認
（全体の5％が開花）

莢伸長始の確認

莢伸長と成虫の両方を確認してから６日後、１回目の薬剤防除開始

１回目の防除から１０日後、２回目の薬剤防除開始

成虫の確認

大豆の開花

（半数の株に２～３cmの莢）

渡島農業改良普及センター

渡島農業改良普及センターのホームページ普及センター活動紹介、地域の動き・技術情報など、是非ご覧下さい！ http://www.oshima.pref.hokkaido.lg.jp/ss/nkc/index.htm

連絡先 0138-77-8242 67



組合員懇談会開催結果報告 組合員懇談会開催結果報告

※要約版でありますことを予めご了承願います。

◆開催期間 ： 令和２年４月２日（木）～４月６日（月）
◆開催状況 ： １２地区・８会場で開催
◆出席状況 ： 対象者数２，０８２人、出席者数１５３人、
　　　　　  出席率７.３％

組合員懇談会
開催結果報告（要約版）

　
　…

質
問
・
意
見

　
◇…

回
答

◇　

計
画
に
基
づ
き
進
め
ま
す
が
、
具

体
的
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
組

合
員
と
話
し
合
い
を
継
続
し
な
が
ら

取
り
進
め
致
し
ま
す
。
ま
た
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
説
明
会
を
開
催
し
て
い
な

い
地
区
も
あ
り
、
地
区
説
明
会
が
一

通
り
終
了
し
た
後
、
理
事
会
で
協
議

し
対
応
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

◇　

移
動
金
融
車
導
入
に
よ
る
対
応
は
、

店
舗
統
廃
合
に
よ
り
、
ご
不
便
を
お

掛
け
す
る
地
区
の
補
完
措
置
で
あ
り

ま
す
こ
と
を
ご
理
解
願
い
ま
す
。

◇　

基
本
的
に
は
、
計
画
通
り
に
進
め

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
具
体
的
な
内
容

に
つ
き
ま
し
て
は
、
組
合
員
と
話
し

合
い
を
継
続
し
な
が
ら
、
取
り
進
め

致
し
ま
す
。

◇　

畜
産
関
係
の
相
談
（
事
業
申
請
受

付
）
や
職
員
の
待
機
場
所
、
会
議
室

と
し
て
利
用
致
し
ま
す
。

◇　
（
要
望
）

◇　
（
要
望
）

◇　
（
要
望
）

◇　

検
討
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

◇　

Ｊ
Ａ
全
域
か
ら
の
選
出
と
な
り
、

学
経
理
事
同
様
、
理
事
会
で
選
出
し

ま
す
。

◇　

正
職
員
と
準
職
員
で
同
じ
労
働
内

容
で
あ
れ
ば
待
遇
を
同
じ
内
容
と
す

る
事
と
さ
れ
、
準
職
員
か
ら
正
職
員

へ
の
登
用
を
計
画
的
に
行
っ
て
お
り

ま
す
。

◇　

こ
れ
ま
で
、
職
員
の
昇
級
も
積
極

的
に
行
っ
て
き
て
お
り
、
準
職
員
の

手
当
も
正
職
員
と
同
じ
水
準
ま
で
引

き
上
げ
て
い
ま
す
。
今
後
も
若
年
層

の
職
員
か
ら
見
直
し
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◇　

基
幹
支
店
の
対
応
と
、
移
動
金
融

車
で
対
応
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
毎
日
で
は
な
く
週
に
２
回
ほ
ど

と
考
え
て
い
ま
す
。

◇　

計
画
の
通
り
閉
店
で
あ
れ
ば
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
や
移
動
金
融
車
を
活
用
し
ま

す
。
ま
た
、
出
向
く
姿
勢
で
複
合
渉

外
な
ど
顧
客
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇　
（
要
望
）

◇　

Ａ
Ｔ
Ｍ
に
よ
る
カ
ー
ド
払
出
は
普

通
口
座
出
金
取
引
と
な
る
た
め
、
支

出
項
目
毎
の
営
農
コ
ー
ド
分
類
は
シ

ス
テ
ム
上
で
き
ま
せ
ん
。
金
融
店
舗

の
統
廃
合
後
は
、
週
２
回
の
ペ
ー
ス

で
移
動
型
金
融
車（
Ｊ
Ａ
ラ
イ
ナ
ー
）

が
巡
回
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
営
農
コ
ー
ド
振
分
が
必
要
な
際

は
、
そ
ち
ら
の
窓
口
で
手
続
き
頂
き

ま
す
よ
う
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
電
話
で
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
昨
今
の
個
人
情
報
保
護
法
厳
守

の
観
点
か
ら
、
本
人
確
認
の
実
施
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
お
手
数

で
す
が
従
来
通
り
窓
口
で
の
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

◇　

見
通
し
と
し
て
今
年
か
ら
３
ヵ
年

０
・
０
５
％
ず
つ
減
収
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。
単
純
計
算
す
る
と

３
ヵ
年
で
９
０
０
０
万
程
に
な
り
ま

す
。

　
　

こ
の
よ
う
に
な
る
要
因
と
し
て
は
、

日
銀
の
ゼ
ロ
金
利
政
策
（
Ｈ
２６
）、

マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
（
Ｈ
２８
）
の
影

響
に
よ
り
資
金
運
用
が
今
ま
で
の
様

に
出
来
な
い
た
め
で
す
。

◇　

４
月
１
日
よ
り
民
法
改
正
で
次
年

度
の
ク
ミ
カ
ン
の
保
証
人
は
、
公
証

人
役
場
に
行
き
手
続
き
す
る
必
要
が

あ
り
、
有
効
期
間
は
単
年
度
と
な
り

ま
す
。

◇　
（
要
望
）

◇　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た
農

業
ア
ル
バ
イ
ト
募
集
ア
プ
リ
「
一
日

農
業
バ
イ
ト
」
の
利
用
拡
大
を
進
め

る
考
え
で
あ
り
、
情
勢
を
鑑
み
な
が

ら
、
各
会
議
体
や
巡
回
時
に
組
合
員

へ
内
容
を
説
明
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇　

肉
牛
な
ど
の
畜
産
関
連
は
、
畜
産

セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
ま
す
。
酪
農
関

連
は
、
本
店
が
窓
口
と
な
り
支
店
を

通
じ
て
対
応
致
し
ま
す
。

◇　

組
合
員
へ
速
や
か
に
周
知
す
る
よ

う
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇　

経
営
改
善
の
為
に
店
舗
・
施
設
等

は
統
廃
合
と
な
り
ま
す
が
、Ｊ
Ａ
役

職
員
が
一
体
と
な
り
、
組
合
員
と
の

連
携
強
化
を
図
り
な
が
ら
こ
れ
ま
で

以
上
の
活
性
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

◇　

近
隣
組
合
員
に
作
業
し
て
貰
え
る

よ
う
牛
の
移
動
を
考
え
て
い
ま
す
が
、

道
か
ら
示
さ
れ
る
具
体
的
な
方
策
や

生
産
組
織
な
ど
地
域
の
方
々
と
相
談

し
な
が
ら
慎
重
に
判
断
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

◇　

畜
産
業
務
は
畜
産
セ
ン
タ
ー
で
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
主
に
個
体

販
売
と
畜
産
関
係
の
補
助
事
業
対
応

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
、
八
雲

支
店
に
あ
る
営
農
畜
産
課
の
畜
産
を

若
松
支
店
の
畜
産
課
と
一
緒
に
し
て
、

若
松
、
八
雲
、
長
万
部
地
区
の
畜
産

業
務
を
北
部
畜
産
セ
ン
タ
ー
で
担
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

◇　

酪
畜
職
員
が
減
っ
て
お
り
、
機
構

も
変
え
て
効
率
的
に
業
務
が
出
来
る

様
進
め
て
い
る
状
態
の
中
、
今
す
ぐ

に
研
修
牧
場
へ
職
員
の
配
属
は
無
理

で
す
が
、
将
来
的
に
は
、
新
人
職
員

の
教
育
の
場
と
し
て
研
修
で
き
る
よ

う
に
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

◇　

研
修
牧
場
の
事
務
局
で
あ
る
、
八

雲
町
役
場
か
ら
の
要
請
は
、「
酪
畜

に
精
通
し
て
い
て
、
経
営
の
数
字
が

見
れ
る
職
員
」
と
の
こ
と
で
あ
り
、

現
状
の
人
員
体
制
で
研
修
牧
場
に
向

か
わ
せ
ら
れ
る
職
員
が
い
る
か
、
残

さ
れ
た
支
店
の
対
応
は
ど
う
な
る
か

を
考
え
れ
ば
、
要
望
に
応
え
ら
れ
な

い
状
況
で
す
。Ｊ
Ａ
と
し
て
も
研
修

牧
場
に
は
賛
同
し
て
お
り
、
出
資
も

し
て
い
ま
す
。
良
い
影
響
を
八
雲
町

の
酪
農
に
与
え
て
く
れ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

◇　

営
農
支
援
シ
ス
テ
ム
の
よ
う
な
シ

ス
テ
ム
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
入
れ
な
が

ら
購
買
渉
外
員
の
現
場
対
応
を
行
い

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◇　

地
域
実
態
に
合
っ
た
対
応
を
考
え

て
い
き
ま
す
。

【
総
務
部
関
係
】

◇　

常
時
は
い
ま
せ
ん
。
牛
の
出
荷
や

導
入
、
事
業
取
り
ま
と
め
な
ど
、
待

機
所
的
に
使
用
し
、
会
議
室
も
従
来

通
り
使
用
で
き
ま
す
。

◇　

事
業
機
能
再
編
プ
ラ
ン
の
「
生
産

施
設
等
の
集
約
」
に
も
あ
る
通
り
、

旧
農
協
か
ら
あ
る
現
状
の
施
設
を
ど

う
再
編
し
て
い
く
か
の
議
論
と
な
り
、

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
コ
ス
ト
削
減
に
繋

が
る
体
制
を
検
討
し
ま
す
。

◇　

整
備
工
場
の
供
給
高
に
つ
い
て
は
、

８
億
６
〜
８
千
万
円
ほ
ど
で
、
事
業

総
利
益
は
１
億
円
少
々
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

◇　

北
斗
市
、
鉄
道
運
輸
機
構
よ
り
、

安
全
対
策
や
実
施
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
が
、
了
承
し
て
お
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
説
明
を
受
け
た
際
に
、

想
定
外
の
事
態
や
問
題
が
発
生
し
た

場
合
、
無
責
任
な
対
応
は
絶
対
し
な

い
よ
う
鉄
道
運
輸
機
構
に
申
し
入
れ

し
て
お
り
ま
す
。

【
信
用
共
済
部
関
係
】

【
農
業
振
興
部
関
係
】

1

店
舗
統
廃
合
実
施
時
期
に
つ
い

て
、
説
明
期
間
が
不
足
し
て
お
り
、

経
過
措
置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
地
区
の
説
明
会
で
出
さ
れ

た
要
望
に
対
す
る
回
答
を
頂
き
た

い
。

2

第
６
次
中
期
経
営
計
画
で
は
金
融

店
舗
が
統
廃
合
さ
れ
る
が
、
ど
う

し
て
も
無
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
、
無
く
な
る
と
地
域
利
用

者
の
農
協
離
れ
が
考
え
ら
れ
る
が

対
策
は
あ
る
の
か
。

2

収
支
改
善
の
た
め
、
金
融
店
舗
の

統
廃
合
を
進
め
る
一
方
で
、
な
ぜ
、

移
動
金
融
車
を
導
入
し
コ
ス
ト
を

掛
け
る
の
か
。

3

改
革
を
し
な
け
れ
ば
赤
字
に
転
じ

る
と
の
こ
と
だ
が
、
理
事
者
か
ら

危
機
感
や
改
革
を
す
る
と
い
う
覚

悟
が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。
組
合
員

の
意
見
を
全
て
聞
い
て
い
た
ら
改

革
は
出
来
な
い
。

5

信
連
の
収
益
が
減
る
か
ら
Ｊ
Ａ
も

赤
字
に
な
っ
て
い
く
と
の
こ
と
だ

が
、
そ
の
上
の
農
林
中
金
の
資
金

の
運
用
が
悪
い
か
ら
だ
と
も
解
釈

で
き
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
も
踏
ま
え
執
行
部
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

2

賦
課
金
の
上
限
を
な
く
し
て
ほ
し

い
。

1

ク
ミ
カ
ン
保
証
人
に
つ
い
て
毎
年

公
証
人
役
場
に
行
っ
て
手
続
き
を

す
る
と
の
説
明
を
受
け
た
が
、
極

度
額
を
一
度
決
め
た
ら
、
そ
の
範

囲
で
あ
れ
ば
ず
っ
と
有
効
で
は
な

い
の
か
。

5

酪
農
関
連
の
補
助
事
業
は
、
種
類

が
多
く
案
内
か
ら
申
し
込
み
ま
で

の
時
間
が
少
な
い
た
め
、
丁
寧
に

対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

3

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も

あ
り
、
労
働
力
の
確
保
が
厳
し
い

状
況
の
中
、Ｊ
Ａ
と
し
て
労
働
力

確
保
に
係
る
シ
ス
テ
ム
確
立
の
展

望
は
あ
る
の
か
。

6

経
営
体
質
を
ス
リ
ム
化
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
に
根
差
し
た
Ｊ
Ａ

で
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ

の
弊
害
が
生
ま
れ
た
場
合
の
対
応

策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

4

酪
農
関
連
の
補
助
事
業
に
つ
い

て
、
生
産
者
の
窓
口
は
ど
こ
が
担

う
事
に
な
る
の
か
。

4

支
店
統
廃
合
の
建
物
の
利
用
方
法

は
ど
う
な
る
の
か
。

3

新
し
い
Ａ
Ｔ
Ｍ
は
、
硬
貨
を
使
用

で
き
る
機
械
に
し
て
ほ
し
い
。

6

第
６
次
中
期
経
営
計
画
を
実
践
す

る
に
あ
た
り
、
職
員
の
資
質
や
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
も
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
。
経
営
理
念
や
目
標

を
明
確
に
し
た
う
え
で
、
仕
事
を

す
る
意
義
を
見
出
せ
る
良
い
職
場

環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ほ
し
い
。

5

支
店
は
地
域
の
拠
り
所
で
あ
り
、

農
協
に
協
力
し
て
来
た
。
今
後
、

経
営
が
厳
し
く
な
る
こ
と
は
理
解

出
来
る
が
、
不
便
と
な
る
店
舗
統

廃
合
を
進
め
る
前
に
他
の
経
営
改

善
と
な
る
方
法
を
検
討
し
、
こ
の

再
編
プ
ラ
ン
を
見
直
し
て
頂
き
た

い
。

11

全
道
の
Ｊ
Ａ
の
中
で
、
当
Ｊ
Ａ
職

員
の
給
与
水
準
が
下
か
ら
数
番
目

だ
と
聞
い
て
い
る
。
出
資
配
当
な

ど
を
控
え
、
基
本
給
や
賞
与
の
財

源
に
充
て
る
な
ど
し
て
、
待
遇
を

良
く
し
て
あ
げ
て
ほ
し
い
。
他
の

業
種
の
給
与
水
準
を
比
べ
て
も
あ

ま
り
に
可
哀
相
だ
。

7

Ｊ
Ａ
事
業
の
目
標
達
成
の
為
に
は

組
合
員
の
協
力
も
勿
論
だ
が
、
よ

り
良
い
環
境
づ
く
り
に
向
け
職
員

に
も
最
大
限
の
努
力
を
し
て
頂
き

た
い
。

8

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

対
策
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
会

議
等
の
対
応
を
考
え
て
も
良
い
の

で
は
な
い
か
。

9

女
性
役
員
候
補
者
の
選
出
は
ど
の

よ
う
に
行
う
の
か
。

1

第
６
次
中
期
経
営
計
画
で
、
金
融

店
舗
が
統
廃
合
さ
れ
た
場
合
、
ク

ミ
カ
ン
取
引
は
ど
う
な
る
の
か
。

基
幹
支
店
ま
で
足
を
運
ば
な
い
と

い
け
な
い
の
か
。

10

国
で
は
同
一
労
働
同
一
賃
金
と
定

め
て
い
る
が
、Ｊ
Ａ
で
の
対
応
は

ど
う
か
。

4

金
融
店
舗
統
廃
合
の
関
係
で
、Ａ

Ｔ
Ｍ
を
設
置
し
た
場
合
、Ａ
Ｔ
Ｍ

カ
ー
ド
で
払
出
す
際
に
、
現
状
で

は
ク
ミ
カ
ン
に
お
け
る
営
農
コ
ー

ド
の
振
分
が
で
き
ず
、
全
て
家
計

費
に
計
上
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
。
今
後
、Ａ
Ｔ
Ｍ
の
使
用
頻
度

が
更
に
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
考
慮
す
る

と
、Ａ
Ｔ
Ｍ
カ
ー
ド
払
出
時
に
も
、

営
農
コ
ー
ド
振
分
が
で
き
る
よ
う

に
な
ら
な
い
か
。

　

ま
た
、
急
用
の
際
に
は
、
電
話

で
担
当
者
に
振
替
金
額
と
営
農

コ
ー
ド
振
分
先
を
伝
え
れ
ば
、
窓

口
に
行
か
な
く
て
も
対
応
で
き
る

よ
う
に
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

9 8



組合員懇談会開催結果報告

JA新はこだて

1
０．１０%税 引 後０．０７９％

年定期

税 引 後０．０８７％
０．１１%

年定期3

今年も実施！

定期貯金の
夏

期間
令和
2年6月1日●～月 令和

2年8月31日●月

0.10%更に窓口にて年金の新規お受取り年金の新規お受取り
（指定替含む）を同時手続きで上記金利に 上乗せ！！

対象 定期貯金新規お預入れ及び増額書替（ともに2０万円以上）のお客様

©よりぞう

詳しくは、最寄りの農業共済組合へお問合せください。
加入はいつでも受け付けています。

※９月前に園芸施設共済に加入している場合でも、９月以降、拡充された新たな園芸施設共済に随時補償を切り替えることが可能です。

補償額は、新築時の資産
価値の８割（耐用年数超
過後は６割）が上限でし
たが、１０割まで補償
できるようにします

園芸施設共済 令和2年9月 補償が更に充実

園芸施設共済、収入保険の詳細はコチラ

農業保険 検索

農業者自身が復旧作業を行った場合も、共済金の支払対象に追加します（復旧費用特約）
上記のほか、次の改善も行います

被害にあっても
共済金が少ないなぁ

ビニールが破れただけの
小さな被害も補償がほしいわ

改善します！

損害額が３万円（又は共
済価額の５％）を超えな
いと補償されませんでし
たが、１万円から補償
できるようにします

改善します！

Information

11

　
　…

質
問
・
意
見

　
◇…

回
答

◇　

計
画
に
基
づ
き
進
め
ま
す
が
、
具

体
的
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
組

合
員
と
話
し
合
い
を
継
続
し
な
が
ら

取
り
進
め
致
し
ま
す
。
ま
た
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
説
明
会
を
開
催
し
て
い
な

い
地
区
も
あ
り
、
地
区
説
明
会
が
一

通
り
終
了
し
た
後
、
理
事
会
で
協
議

し
対
応
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

◇　

移
動
金
融
車
導
入
に
よ
る
対
応
は
、

店
舗
統
廃
合
に
よ
り
、
ご
不
便
を
お

掛
け
す
る
地
区
の
補
完
措
置
で
あ
り

ま
す
こ
と
を
ご
理
解
願
い
ま
す
。

◇　

基
本
的
に
は
、
計
画
通
り
に
進
め

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
具
体
的
な
内
容

に
つ
き
ま
し
て
は
、
組
合
員
と
話
し

合
い
を
継
続
し
な
が
ら
、
取
り
進
め

致
し
ま
す
。

◇　

畜
産
関
係
の
相
談
（
事
業
申
請
受

付
）
や
職
員
の
待
機
場
所
、
会
議
室

と
し
て
利
用
致
し
ま
す
。

◇　
（
要
望
）

◇　
（
要
望
）

◇　
（
要
望
）

◇　

検
討
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

◇　

Ｊ
Ａ
全
域
か
ら
の
選
出
と
な
り
、

学
経
理
事
同
様
、
理
事
会
で
選
出
し

ま
す
。

◇　

正
職
員
と
準
職
員
で
同
じ
労
働
内

容
で
あ
れ
ば
待
遇
を
同
じ
内
容
と
す

る
事
と
さ
れ
、
準
職
員
か
ら
正
職
員

へ
の
登
用
を
計
画
的
に
行
っ
て
お
り

ま
す
。

◇　

こ
れ
ま
で
、
職
員
の
昇
級
も
積
極

的
に
行
っ
て
き
て
お
り
、
準
職
員
の

手
当
も
正
職
員
と
同
じ
水
準
ま
で
引

き
上
げ
て
い
ま
す
。
今
後
も
若
年
層

の
職
員
か
ら
見
直
し
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◇　

基
幹
支
店
の
対
応
と
、
移
動
金
融

車
で
対
応
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
毎
日
で
は
な
く
週
に
２
回
ほ
ど

と
考
え
て
い
ま
す
。

◇　

計
画
の
通
り
閉
店
で
あ
れ
ば
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
や
移
動
金
融
車
を
活
用
し
ま

す
。
ま
た
、
出
向
く
姿
勢
で
複
合
渉

外
な
ど
顧
客
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇　
（
要
望
）

◇　

Ａ
Ｔ
Ｍ
に
よ
る
カ
ー
ド
払
出
は
普

通
口
座
出
金
取
引
と
な
る
た
め
、
支

出
項
目
毎
の
営
農
コ
ー
ド
分
類
は
シ

ス
テ
ム
上
で
き
ま
せ
ん
。
金
融
店
舗

の
統
廃
合
後
は
、
週
２
回
の
ペ
ー
ス

で
移
動
型
金
融
車（
Ｊ
Ａ
ラ
イ
ナ
ー
）

が
巡
回
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
営
農
コ
ー
ド
振
分
が
必
要
な
際

は
、
そ
ち
ら
の
窓
口
で
手
続
き
頂
き

ま
す
よ
う
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
電
話
で
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
昨
今
の
個
人
情
報
保
護
法
厳
守

の
観
点
か
ら
、
本
人
確
認
の
実
施
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
お
手
数

で
す
が
従
来
通
り
窓
口
で
の
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

◇　

見
通
し
と
し
て
今
年
か
ら
３
ヵ
年

０
・
０
５
％
ず
つ
減
収
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。
単
純
計
算
す
る
と

３
ヵ
年
で
９
０
０
０
万
程
に
な
り
ま

す
。

　
　

こ
の
よ
う
に
な
る
要
因
と
し
て
は
、

日
銀
の
ゼ
ロ
金
利
政
策
（
Ｈ
２６
）、

マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
（
Ｈ
２８
）
の
影

響
に
よ
り
資
金
運
用
が
今
ま
で
の
様

に
出
来
な
い
た
め
で
す
。

◇　

４
月
１
日
よ
り
民
法
改
正
で
次
年

度
の
ク
ミ
カ
ン
の
保
証
人
は
、
公
証

人
役
場
に
行
き
手
続
き
す
る
必
要
が

あ
り
、
有
効
期
間
は
単
年
度
と
な
り

ま
す
。

◇　
（
要
望
）

◇　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た
農

業
ア
ル
バ
イ
ト
募
集
ア
プ
リ
「
一
日

農
業
バ
イ
ト
」
の
利
用
拡
大
を
進
め

る
考
え
で
あ
り
、
情
勢
を
鑑
み
な
が

ら
、
各
会
議
体
や
巡
回
時
に
組
合
員

へ
内
容
を
説
明
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇　

肉
牛
な
ど
の
畜
産
関
連
は
、
畜
産

セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
ま
す
。
酪
農
関

連
は
、
本
店
が
窓
口
と
な
り
支
店
を

通
じ
て
対
応
致
し
ま
す
。

◇　

組
合
員
へ
速
や
か
に
周
知
す
る
よ

う
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇　

経
営
改
善
の
為
に
店
舗
・
施
設
等

は
統
廃
合
と
な
り
ま
す
が
、Ｊ
Ａ
役

職
員
が
一
体
と
な
り
、
組
合
員
と
の

連
携
強
化
を
図
り
な
が
ら
こ
れ
ま
で

以
上
の
活
性
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

◇　

近
隣
組
合
員
に
作
業
し
て
貰
え
る

よ
う
牛
の
移
動
を
考
え
て
い
ま
す
が
、

道
か
ら
示
さ
れ
る
具
体
的
な
方
策
や

生
産
組
織
な
ど
地
域
の
方
々
と
相
談

し
な
が
ら
慎
重
に
判
断
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

◇　

畜
産
業
務
は
畜
産
セ
ン
タ
ー
で
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
主
に
個
体

販
売
と
畜
産
関
係
の
補
助
事
業
対
応

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
、
八
雲

支
店
に
あ
る
営
農
畜
産
課
の
畜
産
を

若
松
支
店
の
畜
産
課
と
一
緒
に
し
て
、

若
松
、
八
雲
、
長
万
部
地
区
の
畜
産

業
務
を
北
部
畜
産
セ
ン
タ
ー
で
担
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

◇　

酪
畜
職
員
が
減
っ
て
お
り
、
機
構

も
変
え
て
効
率
的
に
業
務
が
出
来
る

様
進
め
て
い
る
状
態
の
中
、
今
す
ぐ

に
研
修
牧
場
へ
職
員
の
配
属
は
無
理

で
す
が
、
将
来
的
に
は
、
新
人
職
員

の
教
育
の
場
と
し
て
研
修
で
き
る
よ

う
に
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

◇　

研
修
牧
場
の
事
務
局
で
あ
る
、
八

雲
町
役
場
か
ら
の
要
請
は
、「
酪
畜

に
精
通
し
て
い
て
、
経
営
の
数
字
が

見
れ
る
職
員
」
と
の
こ
と
で
あ
り
、

現
状
の
人
員
体
制
で
研
修
牧
場
に
向

か
わ
せ
ら
れ
る
職
員
が
い
る
か
、
残

さ
れ
た
支
店
の
対
応
は
ど
う
な
る
か

を
考
え
れ
ば
、
要
望
に
応
え
ら
れ
な

い
状
況
で
す
。Ｊ
Ａ
と
し
て
も
研
修

牧
場
に
は
賛
同
し
て
お
り
、
出
資
も

し
て
い
ま
す
。
良
い
影
響
を
八
雲
町

の
酪
農
に
与
え
て
く
れ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

◇　

営
農
支
援
シ
ス
テ
ム
の
よ
う
な
シ

ス
テ
ム
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
入
れ
な
が

ら
購
買
渉
外
員
の
現
場
対
応
を
行
い

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◇　

地
域
実
態
に
合
っ
た
対
応
を
考
え

て
い
き
ま
す
。

◇　

常
時
は
い
ま
せ
ん
。
牛
の
出
荷
や

導
入
、
事
業
取
り
ま
と
め
な
ど
、
待

機
所
的
に
使
用
し
、
会
議
室
も
従
来

通
り
使
用
で
き
ま
す
。

◇　

事
業
機
能
再
編
プ
ラ
ン
の
「
生
産

施
設
等
の
集
約
」
に
も
あ
る
通
り
、

旧
農
協
か
ら
あ
る
現
状
の
施
設
を
ど

う
再
編
し
て
い
く
か
の
議
論
と
な
り
、

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
コ
ス
ト
削
減
に
繋

が
る
体
制
を
検
討
し
ま
す
。

◇　

整
備
工
場
の
供
給
高
に
つ
い
て
は
、

８
億
６
〜
８
千
万
円
ほ
ど
で
、
事
業

総
利
益
は
１
億
円
少
々
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

◇　

北
斗
市
、
鉄
道
運
輸
機
構
よ
り
、

安
全
対
策
や
実
施
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
が
、
了
承
し
て
お
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
説
明
を
受
け
た
際
に
、

想
定
外
の
事
態
や
問
題
が
発
生
し
た

場
合
、
無
責
任
な
対
応
は
絶
対
し
な

い
よ
う
鉄
道
運
輸
機
構
に
申
し
入
れ

し
て
お
り
ま
す
。

【
生
産
販
売
部
関
係
】

【（
株
）
新
は
こ
だ
て
協
同
関
係
】

【
そ
の
他
】

9

結
構
な
人
数
が
施
設
の
配
属
と

な
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
八
雲
町

研
修
牧
場
に
は
職
員
が
配
属
と
な

る
の
か
。

10

共
撰
場
も
い
い
が
、
酪
農
は
更
に

安
定
し
た
収
益
を
上
げ
て
い
る
。

研
修
牧
場
も
大
き
な
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
あ
る
の
だ
か
ら
、Ｊ
Ａ
も
積
極

的
に
携
わ
る
姿
勢
を
見
せ
た
方
が

良
い
の
で
は
な
い
か
。

11

情
報
セ
ン
タ
ー
の
営
農
支
援
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
な
い
の
か
。

12

今
現
在
地
域
に
合
っ
た
資
材
の
配

送
体
制
が
で
き
て
い
る
の
で
、
出

来
る
限
り
維
持
し
て
も
ら
い
た

い
。

13

畜
産
関
係
で
木
古
内
支
店
に
行
っ

て
も
、
常
時
職
員
は
い
る
の
か
。

ま
た
、
会
議
室
は
使
用
で
き
る
か
。

1

信
用
事
業
が
低
迷
す
る
中
、
農
業

部
門
が
良
く
な
る
た
め
に
、
改
善

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
。

1

整
備
事
業
を
行
っ
て
い
る
知
内
・

厚
沢
部
・
八
雲
の
経
営
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

1

新
幹
線
工
事
の
残
土
処
理
問
題
に

つ
い
て
、
新
聞
に
農
協
、
土
地
改

良
区
が
了
承
し
た
旨
の
記
事
が
掲

載
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、

ヒ
素
な
ど
の
有
害
物
質
か
ら
地
域

農
業
を
守
る
た
め
に
確
約
す
る
書

面
を
鉄
道
運
輸
機
構
か
ら
受
け

取
っ
て
ほ
し
い
。

7

酪
農
現
場
に
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
出

た
場
合
に
Ｊ
Ａ
は
ど
の
よ
う
な
対

策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

8

北
部
畜
産
セ
ン
タ
ー
の
業
務
内

容
・
業
務
分
担
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

10
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Information

　㈱ＪＡ北海道情報センターが提供する「営農支援システム」の「組合員データ照会」メニューでは、
クミカン実績や収支の照会、ＪＡから購入した農薬や肥料等の照会、ホクレン出荷分の実績データを元
に生乳代金、乳質情報をご自宅のパソコンやスマホなどで確認することができます。

　本年6月末で終了した「組合員データ照会サービス」の機能を継承したものが「営農支援システム」の
「組合員データ照会」メニューとなります。
　旧サービス「組合員データ照会サービス」を利用していた方は、ＩＤ・パスワードはそのまま（同じ）
に、営農支援システムをお開き頂ければご利用可能となっております。

最寄りの各支店営農課まで
お問い合わせください。

１アカウントあたり

８００円（税抜）※年額
①支店から申込用紙をもらう
②申込書を記入し、各支店営農課に提出する
③本店営農課にてシステム登録を完了後、
　自宅に利用開始の案内が届く　⇒　利用開始

※上記4つのメニューはすべて使用可能です
※上記4つのメニューを合わせて800円となります

営農取引と残高確認に便利な おすすめ！！
（組合員データ照会）

サービス移行のお知らせ（組合員データ照会サービス）

利用料金について 本システムを始めるには

パソコン・スマート
フォン・タブレットで

利用可能

１．指定した期間の取引内容が表示できます
２．営農年度期首（1月）からの「取引累計」や
　　指定した期間の金額計「今回照会計」が確認
　　できます
３．現時点での「供給限度額、限度余裕額、要精
　　算額」が確認できます

１．指定した年月の収支実績が営農コード単位
　　に表示されます
２．前年の同月実績「前年実績」から「実績額」
　　の対比ができます
３．「計画額」と「実績額」から「進度率」が
　　確認できます
４．指定した年月に対する「取引残高、供給限
　　度額、限度余裕額、要精算額」が確認でき
　　ます

１．ホクレン出荷分の実績データが表示されま
　　す
２．「乳量」など、項目などに年産／月で比較
　　ができます

１．指定した期間の取引内容が表示されます
　　※明細集計・月集計が可能

クミカン
実績照会

クミカン
収支照会

購買供給
照会

乳代／
乳質一覧表
照会

ＪＡ新はこだて野球部
選手16人、マネージャー2人、監督1人の

計19人で活動しています。

メンバー
紹介

　私たちＪＡ新はこだて野球部は現在19人
で活動しています。今年は新型コロナウイ
ルス感染症の影響で活動を自粛していまし
たが、6月から練習を再開しました。
　大会中止も多く、本格的に活動できない
年となりましたが、日々の業務と両立し、選
手らが一丸となって“常勝”し、ＪＡ最大のＰ
Ｒにつながる野球を目指していきますの
で、ご理解と応援のほどよろしくお願いし
ます！！

主将から一言

インスタも始めました！！
練習や試合の結果などを随時、配信します！！

今年の主な活動
大　会　～　天皇杯
　　　　　　8/1（土）～8/2（日）※予定
練　習　～　毎週土曜日の午後
その他　～　練習試合

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

所
属

厚
沢
部
支
店

営
農
生
産
課

所
属

森
支
店

庶
務

所属
七飯支店　資材課

藤元　ありす
ふじもと

山崎
やまざき

佑太
ゆうた

桑原　彩乃
くわはら　 あやの

監 督 右投/右打
36歳

所属
本店　営農課

堀場
ほりば

翔太
しょうた

外野手 右投/右打
27歳

所属
七飯支店　営農課

田中
たなか

隆也
りゅうや

外野手 右投/右打
22歳

所属
大野支店　生産施設課

成田
なりた

健人
けんと

捕 手 右投/右打
28歳

所属
七飯支店　生産施設課

下山
しもやま

大記
だいき

内野手 右投/右打
26歳

所属
森支店　生産資材課

岡田
おかだ

涼平
りょうへい

投 手 右投/右打
22歳

所属
本店　南部畜産センター

中山
なかやま

一隼
かずとし

投 手 右投/右打
29歳

所属
大中山支店　資材

坂井
さかい

祐太
ゆうた

内野手 右投/右打
25歳

所属
大野支店　融資課

北嶋
きたじま

凌太
りょうた

内野手 右投/右打
22歳

所属
本店　農産園芸課

斉藤
さいとう

友祐
ゆうすけ

内外野手 右投/右打
28歳

所属
厚沢部支店　営農生産課

若山
わかやま

耕大
こうだい

外野手 右投/右打
25歳

所属
厚沢部支店　生産施設課

油谷
あぶらや

裕也
ゆうや

内野手 右投/右打
20歳

所属
八雲支店　共済課

山内
やまうち

佑斗
ゆうと

内外野手 右投/右打
28歳

所属
知内支店　生産施設課

小原
おばら

悠真
ゆうま

投 手 右投/右打
24歳

所属
大野支店　生産施設課

田代
たしろ

省吾
しょうご

外野手 右投/右打
19歳

所属
森支店　営農生産課

悠太
なかつか ゆうた

内野手 右投/右打
28歳

所属
厚沢部支店　生産施設課

小笠原
おがさわら

征哉
まさや

内野手 右投/右打
19歳

主将

H
O
K
K
A
ID

O

30
H
O
K
K
A
ID

O

10

H
O
K
K
A
ID

O

11

H
O
K
K
A
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O

1

H
O
K
K
A
ID

O

2

H
O
K
K
A
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O

28

H
O
K
K
A
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O

8

H
O
K
K
A
ID

O

18

H
O
K
K
A
ID

O

5

H
O
K
K
A
ID

O

34

H
O
K
K
A
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O

19

H
O
K
K
A
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O

24

H
O
K
K
A
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O

18

H
O
K
K
A
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O

7

H
O
K
K
A
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O

6

H
O
K
K
A
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O

0

H
O
K
K
A
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O

17

中塚
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Information

（
１
）
第
１
四
半
期
定
期
監
査
結
果
に
つ
い
て　
　
　
　
　

（
２
）
理
事
者
へ
の
貸
付
実
行
の
報
告
に
つ
い
て　
　
　
　

（
３
）
組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
４
）
不
祥
事
再
発
防
止
策
に
基
づ
く
外
部
確
認
調
査
の
調
査
結
果
に
つ
い
て　

（
５
）
不
祥
事
再
発
防
止
策
取
組
状
況
報
告
（
Ｒ
２
．
５
末
）
に
つ
い
て　
　
　

（
６
）
第
１
四
半
期
の
資
金
運
用
状
況
に
つ
い
て　
　
　
　

 

（
７
）
第
１
四
半
期
の
リ
ス
ク
管
理
方
針
に
基
づ
く
総
体
的
な
リ
ス
ク
量
管
理
に

　
　
　

つ
い
て　

（
８
）
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基
づ
く
「
Ｊ
Ａ
財
務
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
報
告
」
に

　
　
　

つ
い
て　

（
９
）
委
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
　
　

①
第
２
回
Ａ
Ｌ
Ｍ
委
員
会　

②
第
２
回
企
画
管
理
・
信
用
共
済
委
員
会

　
　
　

③
第
２
回
営
農
販
売
・
経
済
委
員
会　
　
　
　
　

（
１０
）
令
和
２
年
度
日
本
農
業
新
聞
普
及
推
進
に
つ
い
て

（
１１
）
令
和
元
年
産
収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
交
付
金
（
ナ
ラ
シ
）
の
交
付
額
に

　
　
　

つ
い
て

（
１２
）
総
代
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
１３
）
令
和
２
年
産
米
の
出
荷
契
約
状
況
に
つ
い
て　
　
　

（
１４
）
種
子
馬
鈴
薯
用
ス
チ
ー
ル
コ
ン
テ
ナ
取
得
に
係
る
指
名
競
争
入
札
結
果
に

　
　
　

つ
い
て

報
告
事
項

議
　
　
案

第
１
号　

マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
に
基
づ
く
ギ
ャ
ッ
プ
分
析
の
報
告
に
つ
い
て　

第
２
号　

令
和
１
年
産
飼
料
用
米
の
共
同
計
算
結
果
及
び
最
終
精
算
に
つ
い
て　

第
３
号　

令
和
２
年
度
上
期
決
算
の
実
施
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
４
号　

令
和
３
年
度
役
員
選
任
に
関
す
る
取
り
進
め
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

第
５
号　

令
和
２
年
度
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
の
取
り
進
め
に
つ
い
て　
　
　

第
６
号　

第
１
四
半
期
定
期
監
査
に
対
す
る
回
答
に
つ
い
て

クイズの正解者の中から抽選で　　名様に、以下の

　　種類からお好きな商品を　　袋お送りします。

希望のプレゼントをご記入ください。

農協ラーメン
（1袋2食入り）

あっさぶの豆
（１袋110g入り）

応募締め切り 7月17日（金）（当日消印有効）
　応募用紙はこちら （切り取ってハガキにそのまま貼ってね。）

※下記応募用紙には必ず全て記入して下さい。※コメントのないものは無効とさせて頂きます。

こたえ
ご希望のプレゼント

※右記のいずれか1つに◯を付けて下さい

※広報誌へのご感想やご意見・ご要望、身近なできごとなどについて教えてください。

プレゼント

　　 E-mailアドレス  masayuki.180304@ja-shinhakodate.com

クイズ&投稿は、郵送またはFAX、メール、ホーム
ページのメールフォームで受け付けております。

JA新はこだて本店 農業振興部 営農課
FAX：0138-77-5563

〒041－1201 北斗市本町１丁目１番21号

あて先

3 3
1

農協ラーメン ・あっさぶの豆
あっさぶメークインごろっとカレー

あっさぶメークインごろっとカレー

年相応に体重が増えつつあるのでウォーキングを
始めました

◇函館市 まさちゃんさん

コロナ禍、米価が心配です。

◇上ノ国町 ノンノさん

楽しく拝見しています。

◇大阪府 たろやんさん

クイズといっても頭の体操といっても問題を解くの
に簡単ではないので時間がかかってしまいます。

◇八雲町 かずＰさん

天候も良く、一番牧草もまずまず。早くコロナウィル
スも収束ですね。

◇八雲町 サキのジジさん

読者の声 たくさんのご応募、
ありがとうございます。

函館市　まさちゃん　さん

クイズ当選者

今月号の当選者 今月は5件の応募があり、厳正な抽選の
結果、次の 1名の方が当選となりました。

前回の答え
７

Q. A.

ルール

空いているマスに、1から9ま
での数字のどれかを入れます。

（1）

タテ列（9列）、ヨコ列（9列）、太
線で囲まれた3×3のブロック
（それぞれ9マスあるブロック
が9つ）のいずれにも1から9ま
での数字が1つずつ入ります。

（2）

➡

例

数独®ニコリ
二重枠に入った
数字の合計は？

Q.

全部埋めなくても
答えはでるよ！

まずは「３×３のブロック」で
数字を順に考えてみよう！

みんなのまるめ郎広場
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令和2年度の熱中症予防行動
１　暑さを避けましょう

・エアコンを利用する等、部屋の温度を調整
・感染症予防のため、換気扇や窓開放によって換気を
　確保しつつ、エアコンの温度設定をこまめに調整
・暑い日や時間帯は無理をしない
・涼しい服装にする
・急に暑くなった日等は特に注意する

２　適宜マスクをはずしましょう

・気温・湿度の高い中でのマスク着用は要注意
・屋外で人と十分な距離（２メートル以上）を確保でき
　る場合には、マスクをはずす
・マスクを着用している時は、負荷のかかる作業や運動
　を避け、周囲の人との距離を十分にとった上で、適宜
　マスクをはずして休憩を

３　こまめに水分補給しましょう

・のどが渇く前に水分補給
・１日あたり１２リットルを目安に
・大量に汗をかいた時は塩分も忘れずに

４　日頃から健康管理をしましょう

・日頃から体温測定、健康チェック
・体調が悪いと感じた時は、無理せず
　自宅で 静養

５　暑さに備えた体作りをしましょう

・暑くなり始めの時期から適度に 運動を
・水分補給は忘れずに、無理のない範囲で
・「やや暑い環境」で「ややきつい」と
　感じる強度で毎日 30 分程度

距離を十分にとる
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ＪＡ新はこだてとみなさんを結ぶコミュニケーション誌

編集後記
　えすぽわーるの編集担当となってか
ら、写真への関心が増してきました。
元々は日常の出来事などを写真で残
すことが少なく、こだわりもありません
でしたが、様々な記事を見る機会が増
え、構図や表情の捉え方により、大きく
印象が異なることがわかり、写真への
関心が湧いてくるようになりました。
　今後は日々の出来事も納得のいく1
枚で残していこうと思います。　　　  
　　　　　　　　　　　　　   （正幸）

緊急時の
ご連絡先
※業務時間内

（平日9時～１７時）には
ご契約の支店に
ご連絡ください。

お車の事故・トラブル
☎0120-258-931
（ＪＡ共済事故受付センター）

キャッシュカードや通帳の紛失・盗難
☎0120-944-904
（ＪＡバンクキャッシュカード紛失共同受付センター）

ＪＡクレジットカードの紛失・盗難
☎0120-159-674
（三菱ＵＦＪニコス㈱盗難紛失受付センター）

お車のレッカー・ロードサービス
☎0120-063-931
（ＪＡ共済サポートセンター）

JA CASH CARD

※ＪＡカード一体型の盗難・紛失においては、両方にご連絡ください。

永井智一
（ながい ともかず）

茨城県笠間市にある
「キッチン晴人（ハレジ
ン）」オーナーシェフ

シェフ永井の
おすすめ

レシピ1

材料（2人分）

ジャガイモ …………………………………………… 中3個

ゆで卵（細かくほぐしておく）………………………… 1個

ポテトサラダ調味料

　マヨネーズ…… 大さじ4

　塩・こしょう……… 適宜

　酢 ………… 小さじ1/2

温泉卵 ……………… 1個

トマト ……………… 1/2個

粉さんしょう ……… 適宜

アサツキ…………… 適宜

ウドきんぴら

　ウド……………… 1/2本

　酒 …………… 大さじ1

　みりん………… 大さじ1

　しょうゆ …… 大さじ1/2

　ごま油……… 小さじ1/2

　いりごま……… 大さじ1

（１）

（２）

（３）

作り方

鍋に水、塩少 （々共に材料外）を入れ、ジャガイ
モをゆでる。ゆでたジャガイモをボウルに入
れてつぶし、熱いうちにポテトサラダ調味料
とゆで卵を混ぜ合わせる。
ウドのきんぴらを作る。フライパンにごま油
をひき、千切りしたウドを炒め、酒、みりん、
しょうゆを入れてさらに炒め、仕上げにいり
ごまを振る。
器に（1）、温泉卵、（2）、小口切りにしたアサツ
キの順に盛り付け、トマトを添え、粉さんしょ
うを振って出来上がり。

和風ポテトサラダ

今月のおすすめ

和風ポテトサラダ
レシピ1

新はこだて
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　今が旬のヒラメを釣って

漬け丼にしてみたら最高！

ポイントは大胆な盛り付け

です（笑）
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